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⑤ 巡 礼 の 形式 の 種類 


@ ※ 礼 の 形式 に は 3 種類 - タマ ント ム ゥ と キラ ー ン と イフ ラー ド だ - が あり ます : 


1 一 罰 マ ッ ト ムッ (ウム ラ を 終え て か ら ハ ッ ジ に 移行 する 巡礼 形式 ) の 形 : 
に ウム ラ の た め の イ フラ ー ム 1 を し 、 そ れ を 完遂 し 
の 近郊 か ら ハ ッ ジ の た め の イ フラ ー ム に 入り 、 イー 


日 
礼 形 式 に 





2 一 キラ ー ン (ハッ ジ と ウム ラ を 同時 進 
イフ ラー ム を 、 同 時 に 行い 3 


ムラ を そこ 


こ は 犠 牲 が 
つつ ハッ ジ へ と 移行 させ る ウム ラ の た め 


課せ られ 











た の 御 許 に 馳せ 参じ ます 」 
見 舞 わ れる な ど 正 当 な 理由 
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コー バブ ンー ドッ ジ の を 休め 
その 際 に 
ダラー ド あ キテ ー ン の 0f 
と の 他 、 何 の 違い も あり 
ッ ト ゥ は キラ ー ン より も 優れ て いる と され 


行 VS、 














ハッ ジ を する 者 は 
の も タマ ッ ト ゥ こそ は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 神 











は 「 ハ ッ ジ 





最良 の 巡礼 形式 は ? 


























ま ⑨ ら 




















品目 ま すり 
を 有する 者 1 








の た め 


し 形式 の 間 に 
E せ ん 。 



































ド の 日 (ズー・ 























ハッ ジ の 期間 中 


E す 。 そ し て 同年 に マッ カ 、 あ る い は そ 
デア ルー 
) アル テア カバ の ジャ ムラ 3 へ の 投石 を 済ま せる まで その 状態 の まま 留まり ます 。 こ の 巡 
最初 の イフ ラー ム に 入る 時 に は 、 














2 の 10 





選 92e 








「 タ マッ トッ ( 宇 愛 ) し 


に 、 あ な た の 御 許 に 馳せ 参じ ます 」4 と 唱え ます 。 





巡礼 形式 ) の 形 : 
に あな た の 御 許 に 馳せ 参じ 3 
は 、 キ ラー ン に お 





行 す る 巡礼 形式 ) の 形 : 
E す 。 あ る い は ハッ ジ の た め の イ フラ ー ム を 行い 、 
に 併合 し ます 。 そ し て イフ ラー ム に 入る 際 に は 
また タワ ー ツ を 行う 前 ( 

















E す 。 
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と 









































こり ム テ と ハッ ツジ の た め 
こ 月 経 や 産後 の 出血 な ど に 
よさ 、 ハ ッ ジ を ウム ラ に 併合 する こと が 許さ れ て いま 


ハッ ジ の た め の イ フラ ー ム を 単 列 
ます 」 と 唱え ま 
お いて は 犠牲 を 要求 され る と いう こ 
一 般 的 に キラ ー ン は イフ ラー ド よ り も 優れ て お り 、 タ マ 








ウム ラ と ハッ ジ の た め の 


その 後に ウ 
に あな 





IT 

















h で 
す 。 尚 この イ 











、 最 良 の 巡礼 形式 と 言わ れる タマ ッ ト ッ で 行う べき で し ょ う 。 と いう 
F 安 あれ ) が ハッ ジ 
















































































の 際 に その 教 友 た ち に 命じ た も の な の で あり 、 そ の 「 別 れ の ハッ ジ 」 で 犠牲 を 伴っ て いな 
か っ た 全て の 者 に 行わ むせ た も の な の で すか ら 。 ま た タマ ッ ト ッ は 、 最 も 簡単 か つ 行 い の 多 
い 巡 礼 形 式 で も あり ます 。 

1 訳者 注 : 詳 し く は 「③ イ フラ ー ム 」 の 項 を 参照 の こと 。 

2 訳者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 12 月 の こと 。 

3 訳者 注 :「 ジ ャ ムラ 」 と は マッ カ 近 郊 の 巡礼 者 宿営 地 「 ミ ナー」 に ある 、 大 小 中 3 本 の 投石 塔 。 ヒ ジュ 
ラ 暦 12 月 10 日 に 最大 の 柱 「 ア ルテニア カバ 」 に 7 個 、 そ し て 11、12、13 日 に は 各 柱 に 7 個 ず つの 小石 を 
投石 する こと に な っ て いま す 。 

4 訳者 注 :「 タ マッ トッ ゥ (享受 )」 と いう 名 称 は 、 一 芋 ウ ムラ を し た 後 、 ハ ッ ジ の 時 期 が 来る まで イフ ラー 
ム を 解き 、 そ の 間 イ フラ ー ム に 伴う 様々 な 禁止 事項 か ら 纏 られ な いで いる 安楽 を 介 受 し て いら れる こと に 
由来 し ます 。 

5 訳者 注 :・「 タ ワー フ 」 は 巡礼 (ハッ ジ と ウム ラ ) の 諸 義 務 行 為 の 内 の 1 つ 。 アッラー を 崇拝 する た め に 
カアバ 神殿 の 周囲 を 7 回 逆 時 計 回 り に 廻り ます 。 
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介 キラ ー ン ある い 信 イア ラー ド の イフ ラブ ラーム に 大 っ た だ 者 は 、 負え クジ ラジー フ や ザ ア ア を 





終了 し て し まっ て いた と し て も 、 犠 牲 を 有 
た め の ウ ムラ に 変更 し て し まう 方 が 良い で し ょ う 。 そ の よう に する 場合 、 
E っ て その 後頭 髪 を 剃る か 切る か 
E* っ て いる 者 は イフ ラー ム の 状態 の まま 留まり 、 イー 


アデ アッ ラー か ら の 祝 








ド の 
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@⑱ マッ カ へ の 入り 方 : 


ハッ ジ に せよ ウム ラ に せよ 、 イ フラ ー ム に 入っ た ら タ ルビ 7 を 唱え な が ら マ ッ カ を 


ョ と 平安 あれ ) の 命 に 視 
ラー ム を 解除 し ます 。 一 方 犠牲 を 人 
日 に 投石 する まで それ を 解除 し ませ ん 。 





E ド っ て いな い 限 り そ の 巡礼 形式 を タマ ッ ト ゥ の 


預言 者 ( 彼 に 
し て か ら イ フ 





























指 























し ます 。 そ し て も し 可能 な ら 、 マ ッ カ の 高い 場所 か ら 入 り 、 グ スル 8 する こと が スン ブナ 9 で す 。 


ハラ ー ム ・ モ スク に 入る の に 決ま っ た 方 

















邊 は あり ませ ん が 、 モ スク に は 通常 通り 右足 か ら 





入り ます 。 そ し て 以下 の よう な 、 モ スク に 入る 時 の ドゥ アー (祈り ) を 唱え ます : 


の 必 学 一 ボ 、 あ ため 


「 私 は 僅 大 な る アッ ラー に 、 そ の 尊い 御 顔 に 、 そ し て 原初 より の か れ の * 











ご 慈悲 の 扉 を 、 私 に お 開き 下さ い 。」( ム スリ ム の 伝承 19) 





威 に お いて 、 

















呪 わ れ た シャ イタ ー ン か ら の ご 加護 を 与え て 下さ る よう 求め ます 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド 
の 伝承 せ ) 








@ ハラ ー ム ・ モ スク に 入っ た ら 、 義 務 の サラ テー (礼拝 ) 時 間 が 始ま っ た の で は な い 限 り 、 


⑯ イフ ラー ム の 解除 は 、 巡礼 の 完遂 か 、 あ る い は 前 も っ て 条件 を つけ て いて 巡礼 を 阻 3 
また は 単に 巡礼 を 阻ま れ た 場合 に 行わ れ ま 


直接 タワ ー フ を 開始 し 
ら タ ワー フ に 移り ま 























す 。 


E す 。 も し 義務 の サラ ー が 行わ れ て いた ら 








。 まず す ぞ それ を 行っ て が 


ウム ラ を 上 単独 で 行う 者 、 あ る い は タマ ッ ト ッ の ウム ラ を 行 お うと する 者 は 、「 ウ ムラ の 


タワ ー フ 」 か ら 開 始 し ます 。 
「 タ ワーフ ・ ア デル テ 


スン ナ で あり 、 





た 場合 12、 














ク だ ウー ム ( 還 
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能 な B 
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11 
12 


イフ ラー ム の 際 に 巡礼 の 





訳者 注 ・「 サ アイ 」 と は 、 
と で 、 ハ ッ ジ と ウム ラ の 根 韓 的 行為 の 
し く は 「⑨⑧ イ フ 


訳者 注 : 詳 


「 サ ファ ー と マル ワ の 





ラー ム 」 








訳者 注 : 


サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム 
正 な 伝承 。 ス ナン ・ 

















】 








心身 の 清浄 化 を 意 
訳者 注 : 預言 者 へ ムハンマド 
ほり 、 彼 の スン ナ を 踏襲 する べき で ある と され て いま す 。 








久 し た 全身 の 洗浄 。 











713)。 
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また キラ ー ン 、 あ る い は イフ ラー ド の ハッ ジ を する 者 は 、 
の タワ ー フ )」 か ら 開 始 し ます 。 ち な み に こ れ は 
義務 行為 で は あり ませ ん 。 








7【T 








」 の 間 を 「 サ ファ ー の 








( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 


の 1 つ で す 。 
の 項 を 参照 の こと 。 

















」 か ら 始 め て 3 往復 半 す る こ 








F 安 あれ ) の 示し た 手法 や 道 の こ と 。 ム スリ ム は 可 


アブ ー・ ダ ー ウ ー ド (466)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (441) 。 


ー 





有 式 を 唱え る 時 、 





と ーー.> ーー 


訳者 注 : スム フグ ム (イフ ラー ム に 入る 者 ) は 病気 や ( 英 に よる 妨害 な どの ) 恐怖 の 状態 に ある 場合 、 
と が スン ナ で す :「 も し 隅 む も の が 私 (の 巡礼 の 遂行 ) 


を 阻ん だ ら 、 私 の (イフ ラー ム を 解く ) 場所 は あな た が 私 を 阻ま れ た 所 で す 」 こ うす れ ば 、 も し 何 か に よ 


っ て 巡礼 を 妨害 され た り ) 
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j 状 が 悪化 し た り し て も 、 イ フラ ー ム を 解く 際 に 犠牲 を 捧げ な く て も 済む の で す 。 


